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様式第１号

宗教法人規則認証申請書

年 月 日

群馬県知事 あて

宗 教 団 体 の 名 称

包括宗教団体の名称

宗教団体の所在地

代 表 者 印

（連絡先） （ ） ―

宗教法人「 」を設立したいので、宗教法人法第13条の規定により規則２通に

下記関係書類を添えて規則の認証を申請します。

記

１ 「 」が宗教団体であることを証する書類

２ 公告をしたことを証する書類

３ 申請人が宗教団体「 」を代表する権限を有することの書類

４ 代表役員及び責任役員就任受諾書

５ 身分証明書

６ 宗教法人設立の決議録（写し）

７ 包括団体承認書（写し）

８ 公益事業等の事業内容を明らかにすることができる書類

９ その他
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様式第２号

宗 教 団 体 証 明 書

「 」は、下記のとおり、宗教法人法第２条第１号に該当する宗教団体である

ことを証明します。

１ いわれ・沿革

(1) 創始年月日

(2) 創始の場所

(3) 創 始 者

(4) 主な変遷（移転、代表者変更、土地建物の拡張等重要事項を記入）

２ 主神・本尊（配祀神、脇仏を含めて記入）

３ 教義の大要（被包括団体は、「○○教の教義による」とし、単立は、最も特徴とする事項を

記入）

４ 施 設 別紙のとおり（別紙として様式第３号～第６号を添付）

５ 教 勢 信者数 人、教師数 人

６ 儀 式 行 事 （主な年中の儀式行事を「 年 日祭」などと記入）

７ 財 政 状 況 別紙のとおり(別紙として様式第７号及び第８号を添付)

年 月 日

包括団体所在地

名 称

代表者 印

〔注〕

単立の場合は、包括団体代表者の代わりに、その宗教団体の代表者及び信者代表者が連署し、

証明します。
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様式第３号

境 内 建 物 明 細 書

市 町 丁目
所 在 地 番地

郡 村 大字

床面積 床面積
使用区分 構 造 所 有 者 備 考

（１階） （２階）

〔注〕

１ この明細書には、建物の登記事項証明書上の種類に関係なく法第３条に規定する境内建物

をすべて記入し、使用区分欄は、法第３条で区分したとおり記入します。

２ 構造欄は、木造瓦葺平家建等と記入します。

３ 借用中の建物は、備考欄に有償借用又は無償借用の別を記入し、使用承諾書（様式第５号）

写しを添付します。

４ 法人成立後寄附を受ける建物は、備考欄にその旨を記入し、寄附証書（様式第６号）写し

を添付します。

５ 飛地境内建物については、備考欄にその旨を記入します。

６ 建物配置図、平面図及び写真を添付します。

７ 建物の登記事項証明書（表示登記も可）を添付します。
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様式第４号

境 内 地 明 細 書

地 積
土 地 の 所 在 地 目 所 有 者 備 考

（㎡）

〔注〕

１ この明細書には、土地の登記事項証明書上の地目に関係なく法第３条に規定する境内地の

すべてを筆ごとに記入します。

２ 地目欄は、登記事項証明書上の地目を記入します。

３ 借用の土地は、備考欄に有償借用又は無償借用の別を記入し、使用承諾書（様式第５号）

の写しを添付します。

４ 法人成立後寄附を受ける土地は、備考欄にその旨を記入し、寄附証書（様式第６号）の写

しを添付します。

５ 飛地境内地については、備考欄にその旨を記入します。

６ 境内地平面図及び写真等を添付します。

７ 公図及び土地の登記事項証明書を添付します。
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様式第５号

年 月 日

宗教団体

代表者 様

所有者住所

氏名 印

使 用 承 諾 書

宗教団体「 」の境内地(境内建物)として、下記物件を有（無）償で

使用することを承諾します。

記

１ 土 地

（所在、地目、地積等を記入）

２ 建 物

（所在地、種類、構造、面積等を記入）
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様式第６号

年 月 日

宗教団体

代表者 様

所有者住所

氏名 印

寄 附 証 書

宗教法人設立後、速やかに下記物件を境内地（境内建物）として寄附します。

記

１ 土 地

（所在、地目、地積等を記入）

２ 建 物

（所在地、種類、構造、面積等を記入）
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様式第７号

財 産 目 録

（ 年 月 日現在）

区 分 数 量 等 金 額 備 考

宝 物 点 円

資 什 物 点 円

土 境 内 地 ㎡ 円

産 地 その他の土地 ㎡ 円

建 境内建物 ㎡ 円

物 その他の建物 ㎡ 円

什器備品 点 円

有価証券 円

預 金 円

現 金 円

合 計 円

借 入 金 円

負 未 払 金 円

預 り 金 円
債

合 計 円

差 引 正 味 財 産

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

宗教法人「 」

設立代表者 印

信徒代表 印

信徒代表 印

〔記〕
土地、建物、仏像、宝物などについて、どうしても評価額が算定できないときは、算定不

能という意味で「－」と記載してください。
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様式第８号

収 支 計 算 書

（ 年 月 日から 年 月 日まで）

科 目 金 額 備 考

奉 賽 金 円

教 費 金 円
収

寄 附 金 円
入

雑 収 入 円

合 計 円

祭 典 費 円

布 教 費 円

会 議 費 円
支

備 品 費 円

消 耗 品 費 円

光 熱 水 費 円

維 持 費 円

給 与 費 円
出

負 担 金 円

雑 費 円

合 計 円

差 引 残 高 円

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

宗教法人「 」

設立代表者 印

信徒代表 印

信徒代表 印

〔注〕

１ ３か年度分の収支計算書を作成します。

２ 科目は、使用している現在のものを記入します。
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様式第９号

公 告 確 認 書

宗教法人「 」を設立するため、下記のとおり宗教法人法第12条第３項に規定す

る公告をしたことに相違ありません。

記

１ 公告の方法

年 月 日から 年 月 日まで 日間事務所の掲示板

に掲示した。

２ 公告文

別紙のとおり

年 月 日

宗教団体の名称

代 表 者 氏 名 印

上記の事実を確認したことを証明します。

年 月 日

信者の住所氏名

（５人以上連署押印）

利害関係人住所

氏名 印

〔注〕

１ 公告の方法が新聞掲載等掲示以外の方法である場合は、その掲載紙名及び掲載年月日等を

具体的に記載し、実物を添付します。

２ 「別紙」の様式は、おおむね様式第10号のとおりとします。

３ 掲示による公告の場合には、景状写真を添付します。
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様式第10号

宗教法人「 」設立公告

年 月 日

信者その他利害関係人各位

所 在 地

宗教団体の名称

代 表 者 印

このたび、下記のとおり宗教法人法による宗教法人「 」を設立することにな

りましたので、同法第12条第３項の規定によって公告します。

記

１ 宗教法人「 」規則案の要旨

２ 法人設立の趣旨その他必要と認めた事項

〔注〕

新聞、機関紙による公告をした場合は、掲載紙の実物を添付します。
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様式第11号

申請者身分証明願

私は、宗教法人「 」規則の認証の申請者として、宗教団体「 」を代表す

る権限を有する者であることを証明願います。

年 月 日

住所

氏名 印

上記のとおり相違ないことを証明する。

年 月 日

包括団体名

代表者氏名 印

〔注〕

単立の場合は不要です。
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様式第12号

代表役員就任受諾書

宗教法人「 」の代表役員に就任することを受諾します。

年 月 日

住 所

氏 名 印

責任役員就任受諾書

宗教法人「 」の責任役員に就任することを受諾します。

年 月 日

住 所

氏 名 印

住 所

氏 名 印

住 所

氏 名 印

〔注〕

責任役員の就任受諾書は、規則案に定める人数全員が署名押印します。
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様式第13号

身 分 証 明 書

本籍地

住 所

氏 名 （ 年 月 日生）

上記の者は、下記の各号に該当しないことを証明します。

年 月 日

市町村長氏名 印

記

１ 未成年者

２ 成年被後見人又は被保佐人

３ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又は執行を受けることがなくなるまでの者

〔注〕

１ 市町村長が発行する身分証明書を持って、本様式に代えることができます。

２ 上記１～３は、宗教法人法第22条に規定する役員の欠格事由です。
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様式第14号

宗教法人設立決議録

１ 日 時 年 月 日 時 分から 時 分まで

２ 場 所

３ 出席者 氏名を列記（別に出席者名簿を作成してもよい。この場合、別紙のとおりと記

載し、本決議録の末尾に添付し割印をすること。）

４ 議 題

(1) 議事録署名人として〇〇〇〇、〇〇○○を選出することについて

(2) 宗教団体「 」をもって宗教法人「 」を設立することについて

(3) 宗教法人「 」規則案を定めることについて

ただし、趣旨の変更にわたらない限度における字句の訂正をするときは代表者に一

任すること。

(4) 宗教法人「 」設立当初の代表役員及び責任役員は、次のとおりとすること

について

代表役員 氏名、責任役員 氏名、責任役員 氏名

(5) 宗教法人「 」設立のため、〇〇〇〇に、申請者として宗教団体を代表する

権限を付与することについて

(6) 宗教法人「 」設立後、次の土地・建物を当該法人名義で登記することにつ

いて

土地 ○○市○○町○○番地 地目 地積

建物 同上 構造 延床面積

５ 議事の経過

※ 会議の成立、議長になった者の氏名、開会、議案の上程、議決に至るまでの経緯、閉会等

を明確に記入する。

６ 決定事項

上記のとおり相違ないことを証する。

年 月 日

議 長 印

議事録署名人 印

議事録署名人 印

〔注〕

別紙を添付する場合は、必ず割印をします。
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様式第15号

包括団体承認書

宗教団体「 」が宗教法人「 」となるための手続を進めることを包括団

体「 」規則第 条の規定により承認します。

年 月 日

包括団体の名称

代 表 者 印
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様式第16号

宗教法人登記完了届

年 月 日

群馬県知事 あて

所 在 地

宗教法人「 」

（電話 － － ）

代表役員 印

包括法人「 」

年 月 日「 」の登記をしましたので、宗教法人法第９

条の規定により、登記事項証明書を添えてお届けします。
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様式第17号

任 命 書

あなたを宗教法人「 」規則第 条（第 項第 号）の規定により、

本法人の に任命します。

年 月 日

宗教法人「 」

代表役員 印

様

〔注〕

選定書、選任書、委嘱書等は、この様式に準じて作成します。
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様式第18号

年 月 日

群馬県知事 あて

所 在 地

宗教法人「 」

（電話 － － ）

代表役員 印

包括法人「 」

代 表 役 員 変 更 届

このたび代表役員を下記のとおり変更し、宗教法人法第53条の規定による変更の登記をしまし

たので、同法第９条の規定により、登記事項証明書を添えてお届けします。

記

１ 前代表役員氏名

２ 新代表役員氏名

３ 新代表役員住所

４ 変更理由 前代表役員の任期満了・辞任・死亡・その他 （ ）

５ 就任年月日 年 月 日

６ 就任登記年月日 年 月 日

７ 添付書類 登記事項証明書
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様式第19号

代 表 役 員 名 簿

（任期 年、住職在任中）

就 退 任

歴 就 任 登 記 所轄庁届
資 格 氏 名 生年月日 住 所 年 月 日 年 月 日 出年月日 備考

ふ り が な

代
退 任 登 記 所轄庁届
年 月 日 年 月 日 出年月日
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（記載例）

代 表 役 員 名 簿

（任期 年、住職在任中）

就 退 任

歴 就 任 登 記 所轄庁届
資 格 氏 名 生年月日 住 所 年 月 日 年 月 日 出年月日 備考

ふ り が な

代
退 任 登 記 所轄庁届
年 月 日 年 月 日 出年月日

住職就任
代 表 群 馬 太 郎 前橋市大手町○丁目○ ○.○.○ ○.○.○ ○.○.○ (○.○.○) 朱線

ぐん ま た ろう

１ ○.○.○
役 員 〔明 芳〕 番○号

みょう ほう

○.○.○ ○.○.○ ○.○.○（死亡）

住職
代 表 赤 城 群 馬 前橋市大手町○丁目○ ○.○.○ ○.○.○ ○.○.○

あか ぎ ぐん ま

２ ○.○.○
役 員 〔聖 顕〕 番○号

しょう けん

○.○.○ ○.○.○ ○.○.○

仮代表 ○.○.○ ○.○.○ ○.○.○ 不動産
３ 榛 名 次 郎 ○.○.○ 高崎市高松町○番地○ 朱線

はる な じ ろう

役 員 売却
○.○.○ ○.○.○ ○.○.○

代表役
前橋市大手町○丁目○ ○.○.○ ○.○.○ ○.○.○ 海外長

４ 員代務 妙 義 花 子 ○.○.○ 朱線
みよう ぎ はな こ

番○号 期旅行
者 ○.○.○ ○.○.○ ○.○.○

５

〔注〕

１ 資格欄は、代表役員、代表役員代務者又は仮代表役員の区別を記入します。

なお、宮司、住職、教会長など他に占める職については、備考欄に記入します。

２ 氏名欄は、戸籍上の姓名を記入し、ふりがなを付けます。僧名がある場合は、〔 〕書きで付

記し、ふりがなを付けます。

３ 住所欄は、住民登録をしてある現住所を記入します。

４ 就任年月日は、規則の定めにより選定され、その受諾をした日を記入します。

５ 退任年月日は、死亡の日、辞任した日、解任の日（通知が到着した日）等を記入します。

６ 包括団体への届出等については、その年月日等を備考欄に記入します。

７ 退任者は、朱線で抹消します。

８ 任期は、規則に定めるところにより記入します。

９ 補欠として就任したときには、その旨を備考欄に記入します。

10 代表役員が変更（重任）したときは、登記後その抄本によって退任の欄に記入し、備考欄に

その旨を記入し、必ず行を改めて氏名、就任年月日、登記年月日等を記入します。

11 登記は、変更があれば２週間以内に行い、登記完了後速やかに登記事項証明書を添えて、そ

の旨を知事に届け出るとともに、その年月日を記入します（仮代表役員の登記は不要です）。
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様式第20号

責 任 役 員 名 簿

（任期 年、代表役員を除く責任役員定数 人）

就 退 任

就 任 登 記 所轄庁届
資格 氏 名 生年月日 住 所 年 月 日 年 月 日 出年月日 備考

ふ り が な

退 任 登 記 所轄庁届
年 月 日 年 月 日 出年月日

責任

役員

責任

役員

〔注〕

１ この名簿には、代表役員以外の責任役員について記載します。

２ 資格欄は、責任役員、責任役員代務者、仮責任役員の区別を記入します。

３ 備考欄は、総代、信徒、関与人、法類などの区分について、記入します。

４ 代表役員名簿の〔注〕を参照してください。
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様式第21号

（その他の役員名簿）

役 員 名 簿

（任期 年、定数 人）

就 退 任

就 任 登 記 所轄庁届
役職名 氏 名 生年月日 住 所 年 月 日 年 月 日 出年月日 備考

ふ り が な

退 任 登 記 所轄庁届
年 月 日 年 月 日 出年月日

〔注〕

１ この名簿には、宗教法人規則で設けられた機関ごとに作成します。

２ 備考欄は、選出別等を記載します。
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様式第22号

財 産 目 録

（ 年 月 日）

区 分・種 別 数 量 金 額 備 考

資 産 の 部

特
別
財
産

特 別 財 産 計

基
本
財
産

基 本 財 産 計

普

通

財

産

普 通 財 産 計

資 産 合 計 （Ａ）

負 債 の 部

負

債

負 債 合 計（Ｂ）

正味財産（Ｃ）=（Ａ）－（Ｂ）
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（記載例）

財 産 目 録

（○年○月○日） 単位：円

区 分・種 別 数 量 金 額 備 考

資 産 の 部

特 １ 宝 物 －
別 本尊像 １体 － 算定不能
財 ２ 什 物
産 祭壇等 ７点 12,000,000 12,000,000

特 別 財 産 計 12,000,000

１ 土 地 60,000,000
境内地 ３筆 2,000㎡ 60,000,000

基 ２ 建 物 36,000,000 前橋市大手町○-○-○

本 教会堂 500㎡ 20,000,000 礼拝施設

財 前橋市大手町○-○-○

産 庫裏 200㎡ 16,000,000 教職舎

３ 定期預金 ３口 10,000,000 10,000,000

基 本 財 産 計 106,000,000

１ 土 地 30,000,000
大友町農地 ６筆 5,000㎡ 20,000,000
紅雲町宅地 １筆 200㎡ 10,000,000

普 ２ 乗用自動車 ３台 6,000,000 6,000,000
３ 図 書 15,000,000

通 古今和歌集写本 外 300冊 15,000,000
４ 有価証券 30,000,000

財 国債 ５口 10,000,000
株券 10口 20,000,000

産 ５ 普通預金 ３口 5,600,000 5,600,000
６ 現金 100,000 100,000
７ 貸付金 500,000

普 通 財 産 計 87,200,000

資 産 合 計 （Ａ） 205,200,000

負 債 の 部

負 １ 借入金 30,000,000
○○銀行借入金 30,000,000 教会堂庫裏建設資金

債 ２ 預り金 400,000
源泉所得税 300,000
住民税 100,000

負 債 合 計 （Ｂ） 30,400,000

正味財産（Ｃ）=（Ａ）－（Ｂ） 174,800,000
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様式第23号

収支予算書及び収支計算書の収支科目一覧表（参考例）

収入及び支出の科目について、一般的なものを示しますが、各法人の特性によって科目名を

変えたり、科目を減らしたり、まとめたりしても差し支えありませんが、いったん定めた科目

は、毎年度継続して用いてください。

１ 収入の部

科 目 説 明

１ 宗 教 活 動 収 入 主として宗教法人本来の活動による収入

(1) 宗 教 活 動 収 入 宗教活動に対して、信者の自由な意思によってな

される収入、社入金、布施収入、献金収入、御供

収入など

(2) 会 費 収 入 宗教法人の運営のため信者から徴収する会費等の

収入。維持会費、護持会費、月定献金など

(3) 寄 附 金 収 入 宗教法人の運営のために寄附された(1)及び(2)以外

の収入

(4) 補 助 金 収 入 宗教法人の運営のための包括宗教団体等からの補

助金、助成金等

(5) ○○○○○○○○○

２ 資 産 管 理 収 入 資産の運用及び売却等に伴う収入

(1) 資 産 運 用 収 入 預金、有価証券から生じる利子、配当金、不動産

の一時貸付等の収入

(2) ○ ○ 売 却 収 入

３ 雑 収 入 １及び２以外の収入

(1) 雑 収 入

４ 繰 入 金 収 入 特別会計からの繰入金

(1) ○○特別会計繰入金 ○○特別会計からの繰入金

(2) △△特別会計繰入金 △△特別会計からの繰入金

５ 貸付金回収収入

(1) 貸 付 金 回 収 収 入 金銭の貸付の返済による収入（注２）

６ 借 入 金 収 入 宗教法人の外部からの借入金による収入（注 3）
(1) 借 入 金 収 入

７ 特別預金取崩収入 一定の目的で積み立てられた預金を取崩して使用

する場合

(1) 基本財産預金取崩収入 基本財産として設定された預金を取崩して使用す

る場合

(2) ○○積立預金取崩収入

(3) ○ ○ ○ ○ ○

８ 預 り 金 収 入 宗教法人が支出する給与等から源泉徴収し宗教法

人が一時預かる場合

(1) 源 泉 所 得 税

(2) 住 民 税

９ ○ ○ ○ 収 入

(1) ○ ○ ○ 収 入

10 前 年 度 繰 越 金 前年度末における普通財産のうち、普通預金現金

(1) 前 年 度 繰 越 金 の合計で次年度へ繰り越す場合
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２ 支出の部

科 目 説 明

１ 宗 教 活 動 支 出 宗教活動に直接要する経費

(1) 儀 式 行 事 費 宗教上の儀式、行事を行うための什器備品費、消

耗品費など一切の経費、また、祭典費、法要費、

礼典費、祭務費などを含む

(2) 教 化 布 教 費 教義を広め､信者を教化育成するための旅費交通

費､通信費､印刷費､宗教者の研修費など一切の経費

(3) 慶 弔 費 法人としての交際に係る慶弔費

(4) 教 師 育 成 費 教師を養成するための宗教的育成の経費（注４）

２ 法 人 管 理 支 出 宗教法人の管理、運営、維持に必要な経費

（維 持 費） (1) 会 議 費 責任役員会その他の機関の会議に要する経費

(2) 事 務 費 事務用消耗品、通信運搬費、水道光熱水費等の事

務諸経費

(3) 旅 費 ・ 交 通 費 法人の事務処理等のために要する旅費交通費

(4) 負 担 金 宗教法人が包括団体等へ支払う諸負担金（注５）

(5) 諸 会 費 (4)以外の加入諸団体への会費、他の宗教団体との交

際費

(6) 修 繕 費 建物、什器備品、車両等の修繕費用

(7) 火 災 保 険 料 宗教法人の所有物に係る火災保険料

(8) 公 租 公 課 費 宗教法人が負担すべき諸税

３ 人 件 費

(1) 給 料 手 当

(2) 社 会 保 険 料 社会保険料の事業者負担分

(3) 退 職 金

(4) 福 利 厚 生 費 職員に対する福利厚生費用

４ 繰 入 金 支 出 特別会計の資金補てんのための支出

(1) ○○特別会計繰入金支出

５ 資 産 取 得 支 出 資産の取得に要する支出

(1) ○ ○ 財 産○○取得支出 基本財産（普通財産）である土地（建物、有価証券）取

得に要する支出

６ 貸 付 金 支 出 （注２）

(1) 貸 付 金 支 出

７ 借入金返済支出

(1) 借 入 金 返 済 支 出

(2) 借 入 金 利 息 支 出

８ 特 別 預 金 支 出

(1) 基本財産預金繰入額

(2) ○○積立預金支出 一定の目的のための積立預金への支出

９ 預 り 金 支 出

(1) 源 泉 所 得 税

(2) 住 民 税

10 予 備 費

(1) 予 備 費 他の科目の予算不足に充当するための予備費

11 前 年 度 繰 越 金 前年度末における普通財産のうち、普通預金現金の

(1) 前 年 度 繰 越 金 合計で次年度へ繰越す場合

〔注〕
１ この収入・支出科目別例については、一般会計についてのものです。
２ 貸付金回収収入、貸付金支出及び不動産の一時貸付料は、法人税法上の収益事業に該当しないものだけ

を掲げます。
３ その年度内の収入で返済する一時借入金は、収入・支出とせず、現金出納簿又は預金出納簿及び財産台

帳の負債の部借入金で処理します。
４ 住職等の子弟の学資金については、現物給与とされる場合があることに注意します。
５ 宗教法人が加入している共済の負担金も含みます。



- 46 -

様式第24号

（記載例）

○年度収支予算書

１ 収入の部 （自○年○月○日 至平成○年○月○日）

単位：円

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

１ 宗 教 活 動 収 入 11,020,000 10,020,000 1,000,000

１ 宗教活動収入 10,000,000 9,000,000 1,000,000

２ 会費収入 1,000,000 1,000,000 0

３ 寄附金収入 10,000 100,000 0

４ 助成金収入 10,000 100,000 0 包括法人から

２ 資 産 管 理 収 入 100,000 50,000 50,000

１ 資産運用収入 100,000 50,000 50,000

３ 雑 収 入 0 0 0

１ 雑収入 0 0 0

４ 繰 入 金 収 入 200,000 200,000 0

１ 繰入金収入 200,000 200,000 0 収益事業特別会計から

５ 預 り 金 400,000 300,000 100,000

１ 源泉所得税 300,000 200,000 100,000

２ 住民税 100,000 100,000 0

収 入 合 計 （ Ａ ） 11,720,000 10,570,000 1,150,000

年 度 末 現 金 預 金 （ Ｂ ） 5,700,000 5,200,000 500,000

収入合計（Ｃ）=（Ａ）+（Ｂ） 17,420,000 15,770,000 1,650,000

〔注〕

１ 年度末現金預金とは年度末における普通財産のうち、普通預金及び現金の合計額とする。

２ 一時借入金限度額 1,000,000円

３ 各科目間の流用は、当該科目の当初予算額の５％を限度とする。ただし、人件費への流用

は認めない。
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２ 支出の部

単位：円

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

１ 宗 教 活 動 支 出 5,000,000 4,400,000 600,000

１ 儀式行事費 2,000,000 1,500,000 500,000

２ 教化布教費 1,000,000 1,000,000 0

３ 慶弔費 500,000 400,000 100,000 信者の慶弔費

４ 育成費 1,500,000 1,500,000 0

２ 法 人 管 理 支 出 2,150,000 1,750,000 400,000

１ 会議費 200,000 150,000 50,000

２ 事務費 350,000 200,000 150,000

３ 負担金 500,000 500,000 0 包括法人へ

４ 修繕費 500,000 300,000 200,000

５ 保険料 100,000 100,000 0

６ 公課費 500,000 500,000 0

３ 人 件 費 5,350,000 4,350,000 1,000,000

１ 給与手当 5,000,000 4,000,000 1,000,000

２ 社会保険料 300,000 300,000 0

３ 退職金 0 0 0

４ 福利厚生費 50,000 50,000 0

４ 借 入 金 返 済 支 出 200,000 200,000 0

１ 借入金返済 200,000 200,000 0

５ 預 り 金 支 出 400,000 400,000 0

１ 源泉所得税 300,000 300,000 0

２ 住民税 100,000 100,000 0

当 年 度 支 出 合 計 （ Ｄ ） 1,3100,000 11,100,000 2,000,000

前 年 度 末 現 金 預 金 （ Ｅ ） 4,320,000 4,670,000 △350,000

支出合計（Ｆ）=（Ｄ）+（Ｅ） 17,420,000 15,770,000 1,650,000

〔注〕

１ 年度末現金預金とは年度末における普通財産のうち、普通預金及び現金の合計額とする。

２ 一時借入金限度額 1,000,000円

３ 各科目間の流用は、当該科目の当初予算額の５％を限度とする。ただし、人件費への流用

は認めない。
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様式第25号

（記載例）

○年度収支計算書

（自○年○月○日 至○年○月○日）

１ 収入の部 単位：円

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

１ 宗教活動収入 11,020,000 11,100,000 80,000

１ 宗教活動収入 10,000,000 8,000,000 △2,0,000,000

２ 会費収入 1,000,000 1,000,000 0

３ 寄附金収入 10,000 2,000,000 △1,990,000

４ 助成金収入 10,000 100,000 △90,000 包括法人から

２ 資産管理収入 100,000 50,000 50,000

１ 資産運用収入 100,000 50,000 50,000

３ 雑収入 0 0 0

１ 雑収入 0 0 0

４ 繰入金収入 200,000 500,000 △300,000

１ 繰入金収入 200,000 500,000 △300,000 収益事業特別会計から

５ 預り金 400,000 430,000 0

１ 源泉所得税 300,000 300,000 0

２ 住民税 100,000 100,000 0

当年度収入合計（Ａ） 11,720,000 12,050,000 △330,000

前年度末現金預金（Ｂ） 5,700,000 5,700,000 0

収入合計（Ｃ）=（Ａ）+（Ｂ） 17,420,000 17,750,000 △330,000

注 △印は、マイナスを示す。
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２ 支出の部

単位：円

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

１ 宗教活動支出 5,000,000 5,400,000 △400,000

１ 儀式行事費 2,000,000 1,500,000 500,000

２ 教化布教費 1,000,000 2,000,000 △1,000,000

３ 慶弔費 500,000 400,000 100,000 信者の慶弔費

４ 育成費 1,500,000 1,500,000 0 宗教教師育成費

２ 法人管理支出 2,150,000 1,750,000 400,000

１ 会議費 200,000 150,000 50,000

２ 事務費 350,000 200,000 150,000

３ 負担金 500,000 500,000 0 包括法人へ

４ 修繕費 500,000 300,000 200,000

５ 保険料 100,000 100,000 0

６ 公課費 500,000 500,000 0

３ 人件費 5,350,000 5,350,000 0

１ 給与手当 5,000,000 5,000,000 0

２ 社会保険料 300,000 300,000 0

３ 退職金 0 0 0

４ 福利厚生費 50,000 50,000 0

４ 借入金返済支出 200,000 200,000 0

１ 借入金返済 200,000 200,000 0

５ 預り金支出 400,000 400,000 0

１ 源泉所得税 300,000 300,000 0

２ 住民税 100,000 100,000 0

当年度支出合計（Ｄ） 13,100,000 13,100,000 0

前年度末現金預金（Ｅ） 4,320,000 4,650,000 △330,000

支出合計（Ｆ）=（Ｄ）+（Ｅ） 17,420,000 17,750,000 △330,000
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様式第26号

貸 借 対 照 表

年 月 日現在 （単位：円）
科 目 金 額

Ι．資産の部
１．流動資産

・現金預金
・未収入金
・貯蔵品
・仮払金
・
・

流動資産合計
２．固定資産

基本財産
・土地
・建物
・有価証券
・
・

基本財産合計
その他の固定資産
・宝物及び什物
・構築物
・車両運搬具
・器具備品
・有価証券
・
・

その他の固定資産合計
固定資産合計
資産合計

Ⅱ．負債の部
１．流動負債

・未払金
・前受金
・預り金
・

流動負債合計
２．固定負債

・長期借入金
・

固定負債合計
負債合計

Ⅲ．正味財産の部
・正味財産
（うち基本金）
（うち当期正味財産増加額）

負債及び正味財産合計
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（記載例）

貸 借 対 照 表

○年○月○日現在 （単位：円）
科 目 金 額

Ι．資産の部
１．流動資産

・現金預金 3,125,800
・未収入金 300,000
・貯蔵品
・仮払金
・
・

流動資産合計 3,425,800
２．固定資産

基本財産
・土地 180,620,000
・建物 153,000,000
・有価証券 10,000,000
・
・

基本財産合計 343,620,000
その他の固定資産
・宝物及び什物
・構築物 45,340,000
・車両運搬具 8,400,000
・器具備品
・有価証券
・

その他の固定資産合計 53,740,000
固定資産合計 397,360,000
資産合計 400,785,800

Ⅱ．負債の部
１．流動負債

・未払金 800,000
・前受金
・預り金 84,300
・

流動負債合計 884,300
２．固定負債

・長期借入金 600,000
・

固定負債合計 600,000
負債合計 1,484,300

Ⅲ．正味財産の部
・正味財産 399,301,500
（うち基本金） (343,620,000)
（うち当期正味財産増加額） (55,681,500)

負債及び正味財産合計 400,785,800
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様式第27号

（記載例）（科目ごとの収入内訳簿）

（科 目）宗 教 法 人 活 動 収 入

（自 年 月 日至 年 月 日）

日 付 摘 要 現金出納簿当該頁 予 算 額 収 入 額 予算残高

○年○月○日 当初予算（△年△月△日議決） 5,000,000円

４月１日 施餓鬼（群馬太郎） １ 5,000円 4,995,000円

４月５日 塔婆料（利根川友也） １ 5,000円 4,990,000円

４月７日 供養料（前橋さと美） １ 10,000円 4,980,000円

□月□日 増額補正（□年□月□日議決） 500,000円 4,700,000円

合 計 5,500,000円 5,555,000円 △ 55,000円

〔注〕１ 収支予算書の収入科目ごとに作成します。

２ 第１行目の予算額欄には、当初予算額を記入します。

３ 現金出納簿から転記する際に、同一日、同一科目について２以上の収入があるときは、摘要欄に「何々ほか」と一括して記入し、

その合計額を収入額欄に記入します。
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様式第28号
（記載例）（科目ごとの支出内訳簿）

（科 目）教 化 布 教 費

（自 年 月 日至 年 月 日）

日 付 摘 要 現金出納簿当該頁 予 算 額 支 出 額 予算残高

○年○月○日 当初予算（△年△月△日議決） 2,000,000円

４月１日 教義ＰＲ用パンフレット印刷 １ 1,100,000円 900,000円

４月５日 宗教教師育成研修 １ 100,000円 800,000円

４月７日 関東地区布教活動時交通費 １ 150,000円 650,000円

□月□日 減額補正（□年□月□日議決） 200,000円 300,000円

合 計 1,800,000円 1,795,000円 5,000円

〔注〕１ 収支予算書の支出科目ごとに作成します。

２ 第１行目の予算額欄には、当初予算額を記入します。

３ 現金出納簿から転記する際に、同一日、同一科目について２以上の収入があるときは、摘要欄に「何々ほか」と一括して記入し、

その合計額を収入額欄に記入します。
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様式第29号

（記載例）

月別科目別収支集計表

収入の部

２資産管 ４繰入金 ９前年度
科目 １ 宗 教 活 動 収 入 ３雑収入 ５ 預 り 金 合 計 額

理収入 収入 繰越金

⑴宗教活 ⑵ 会 費 ⑶寄附金 ⑷助成金 ⑴資産運 ⑴雑収入 ⑴繰入金 ⑴源泉所 ⑵住民税 ⑴前年度

動 収 入 収 入 収 入 収 入 用収入 収 入 得 税 繰越金

予算額 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

月別 10,000,000 1,000,000 10,000 10,000 100,000 0 200,000 300,000 100,000 5,700,000 17,420,000

４ 400,000 500,000 10,000 0 50,000 0 200,000 25,000 8,700 5,700,000 6,893,700

５ 800,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 833,300

６ 800,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 833,300

７ 500,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 533,300

８ 900,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 933,300

９ 850,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 883,300

10 600,000 500,000 0 0 50,000 0 0 25,000 8,300 0 1,183,300

11 950,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 983,300

12 1,200,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 1,233,300

１ 1,500,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 1,533,300

２ 700,000 0 0 0 0 0 0 25,000 8,300 0 733,300

３ 800,000 0 0 10,000 0 0 0 25,000 8,300 0 843,300

合 計 額 10,000,000 1,000,000 10,000 10,000 100,000 0 200,000 300,000 100,000 5,700,000 17,420,000


